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２．対象・目的・内容
　国道１７５号西脇北バイパス整備促進協議会、同黒田庄バイパス整備促進協議会が行う活動を支援し、北バイパ
スの事業

年

促進、黒田庄バイパスの早期ルート決定、事業化を働きかける。

事 業 概 要

　国道１７５号バイパス
事業の対象

（誰・何を）

　国道１７５号バイパスの事業促進
事業の目的

（どういう状態

にするために)

　要望活動等
事業の内

度

容

（どういう内容

を行うのか)

平成２８年度　当初予算事業の概要説明書
（兼評価説明書） 1 頁

３

　

．年度別事業費 （単位：千円）

事　業　費
国庫支出金 県 支 出 金 地 方 債 分担金負担金 使用料手数料 そ の 他 一 般 財 源

平成25年度決算額 60 0 0 0 0 0 0 60
平成26年度決算額 60 0 0 0 0 0 0 60
平成27
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年度決算額 46 0 0 0

当

．

0 0 0 46
平成28年

事
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事業の概要説明

５．事業の実績・目

書

標
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書

目 標 値 2 3
実 績 値 2 2

）

① 経 費 （ 千 円 ） 840

2
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420 413

指 標 名 単　位
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指 標 目 標 値
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指 標 名 要望活動 単　位 回

説 明 や 数 式 兵庫国道事務所への要望会や意見交換会　要望活動等
成 果

年 度 平成26年度

年

平成27年度 平成28年度 平成29年度
指 標 目 標 値 2 3

実 績 値 2 2
① 経 費 （ 千 円 ） 840 826

単位当たりのコスト 420 413

指 標 名 単　位

説 明 や 数 式
成 果

年 度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度
指 標 目 標

度

値
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② 経 費 （ 千 円 ）

単位当たりのコスト

　兵庫国道事務所との意見交換会及び要望活動を実施した。
実績・成果 　国からは、さらに国会議員への要望活動を求められている。

等 の 説 明

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性

　

) 4 事業の必要性 2 実施主体の妥当性 5

１ ポイント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 0 市民ニーズの把握 3
事 業 の 継続実施

次 総合評価
　事業促進のためには、地元の要望を国に届けることを強く求められており

当

、継続して実施する必要がある。

評
説 明

価

評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 2 実施主体の妥当性 4

２ ポイント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 0 市民ニーズの把握 3
事 業 の 拡充

次 総合評価
　西脇の協

初

議会については北バイパスの事業促進、黒田庄の協議会については早期ルート決定と事業化、これらの

評 要望活動を主目的としている。国土交通省へ要望活動を行うためには東京への旅費が必要であるが、各協議会への

説 明

予

補助金は３万円を上限としており、明らかに予算が不足している。地域経済の発展、交通渋滞の緩和、交通安全の

価 確保など、地元住民の期待に応えるためにも、最低限必要な数名分の旅費を確保できるよう、予算の拡充を
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